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ARTICLE

コロナ禍を経た新しい授業の形

コロナ禍のオンライン授業の開始

　2020 年 3 月下旬，筆者は勤務先の情報センターに

おいて「前期授業をオンライン授業で行うが，具体

的にどうすればよいのか？」という難題を情報セン

ター職員や教務課職員と毎日詰めていた．恐らく大

半の大学が同じような状況だったと思われるが「オ

ンライン授業」なるものをどのように実施すればよ

いのか，皆目見当がつかなかった．ただ，本会をは

じめ，3 月の時点で Zoom を使用したオンライン学

会は開催されており，筆者も座長補佐として参加し

た経験から，ある程度オンライン発表はどのような

ものか経験していた．とはいえ，オンライン学会に

参加するのは IT スキルの高い人がほとんどである

一方，オンライン授業を受講する学生や，またオン

ライン授業を開催する教員の IT スキルはさまざま

である．このオンライン授業への教員・学生それぞ

れの準備期間として，2020 年度前期授業は開始を 4

月7日から5月7日まで1カ月延長することになった．

また，オンライン授業の実施について次のように大

学 Web サイトに掲載された．

大阪工業大学では，『教室では行わない授業形態』
（以下，オンライン授業と言う）を次の方法により
実施します．
①教材・課題提示型

学内ネットワーク上の共有フォルダ（教材配付
用フォルダおよび課題提出用フォルダで構成）
に授業担当者が用意した教材資料や課題を，学
修指示に基づき学修します．

②動画配信型（リアルタイム方式）
Web 上で授業担当者の授業をリアルタイムで
視聴し学修します．なお，音声のみによる配信
の場合もあります．

③動画配信型（オンデマンド方式）
授業担当者があらかじめ作成した動画教材を
Web 上で視聴し学修します．なお，音声のみ
による配信の場合もあります．

　当初オンライン授業は，あくまでコロナ禍が落ち

着くまで，具体的には 2 週間と予定されていた．筆

者は実際 2 週間なんとかやり過ごせば，後は通常の

授業ができるだろう，きっと新型コロナはその頃に

は収まるに違いない，と楽観的に考えていたが，結

局 2020 年と 2021 年の 2 年間の大半がオンライン授

業になってしまった．本稿では，このオンライン授

業を振り返りながら，コロナ禍を経た現在の授業形

態について紹介する．

初のオンライン授業

 オンライン授業が始まるまで
　まず 2020 年度開始当初のことを振り返ってみる．

当初は表 -1のように，通常の授業開始予定で話が

進められていた．しかし，新入生ガイダンス前日

の 4 月 1 日に，4 月 7 日から新型コロナウイルス感

染症に関する緊急事態措置が下されるという報道が

あったため，急遽新入生ガイダンス自体は最低限の

書類の回収と，オンライン授業に備えた資料の配付

のみで終了する，と前日深夜に決定され，また授業

開始時期も，表 -2のように緊急事態措置が終了さ
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時期 内容
3 月 25 日 オンライン授業実施の決定
4月 2日 新入生ガイダンス
4月 7日 オンライン授業開始
4月 21 日 対面授業開始

表 -1　当初の授業開始時期
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Google Meet に接続し，終了後には出席とコメント

ペーパーを兼ねて MS Forms でアンケートや授業コ

メントを提出させた（図 -2）．

　欠席した 1 名にメールで問い合わせると「ネット

ワークドライブへのアクセス方法が分からなかっ

た」という返答が得られたため，トラブルシューティ

ングを行い，第 2 回目の授業には出席できた．この

2020 年当初のオンライン授業の詳細については筆者

が発表している 1）ので参照いただければ幸いである．

授業の変化

　筆者は複数の担当授業のうち，一部の教科をのぞ

いて 2020 年と 2021 年の 2 年間の大半をオンライン

授業で実施した．当初は教員，学生ともに手探り状

態で始まったが，2020 年前期授業終了時には双方と

もにオンライン授業に慣れ，ある程度スタイルが固

まった．筆者も，対面授業ではある程度準備はする

ものの，授業の進行や予定をあまり固めずに授業に

臨んでいた．しかしオンライン授業ではどのような

事態が起こるか分からないため，その回の進行をす

べて組み立てておき，演習内容や課題，連絡事項な

どを綿密に授業指示書に記載してあらかじめ配布す

るようにした．これによって，教員・学生ともに何

をするべきかが明確になり，また従来では口頭で連

絡していたようなことも，ファイルの形で残る．同

れる（当時）5 月 7 日からとなった．

　恐らくほかの大学もこのような変更を迫られたの

ではないだろうか．企業も突然リモートワークに切

り換えることになり，ノート PC が不足したり，ノー

ト PC があっても，これまではセキュリティのため，

とわざわざ Web カメラなしのモデルを用意していた

のがかえって仇になってしまい，Web カメラを買い

求めはじめ，マスクと並んで Web カメラが高騰する

事態になったのが思い出される．

 オンライン授業の開始
　表 -2 のように，2020 年の前期授業は結局 5 月

7 日からオンラインで開始された．大阪工業大学

では G Suite for Education（当時の契約名）を契

約していたため，標準の配信システムは Google 

Meet とされた．筆者は情報リテラシーの第 1 回

目の授業を，動画配信型（リアルタイム方式）の形

式で実施した．ただし授業時間すべてを動画配信

にするのではなく，PDF 形式の授業指示書をあら

かじめ大学のネットワーク共有ドライブに置いて，

ポータルシステムから「講義連絡」機能を使用して

履修学生に連絡した（図 -1）．大学からは授業の各

回をどのような形態で実施するかを連絡する際に

は，このポータルシステムの「講義連絡」機能を使

用するように指示されていたためである．当然学

生にも，授業の詳細についてはポータルシステム

から連絡があることがあらかじめ案内されている．

　この第 1 回の授業の目的は，「前もって指示した

内容を本当に理解し，当日 Google Meet に接続でき

るスキルを本当に持っているか」である．いざ実施

すると，履修者 36 名中 35 名が出席したため，学

生はオンライン授業にほぼ問題なく接続できること

が分かった．事前連絡した授業指示書の指定時間に

時期 内容
3 月 25 日 オンライン授業実施の決定
4月 2日 新入生ガイダンス
5月 7日 オンライン授業開始
5月 21 日 対面授業開始

表 -2　緊急事態措置を受けての授業開始時期

図 -1　講義連絡機能を用いた授業前の作業
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時に授業はすべて録画・公開していたため，もし何

らかの事情で欠席したとしても，授業動画を視聴す

ればよく，「欠席したので前回の内容を教えてほし

い」といった問合せはほぼ皆無だった．「紙の資料は

読むのに時間がかからないのに対して，動画は収録

時間分視聴しなければならないので時間がどうして

もかかってしまう」という理由から，筆者はこれま

で動画を教材に使用することにあまり積極的ではな

かったが，授業動画を公開すると喜ばれたこと，ま

た YouTube 等で動画を見る，という文化がすでに定

着していることから，予習事項や，分かりづらいと

ころ，また PC で必要な設定等はすべてあらかじめ

動画教材を作成しておき，視聴しておくように連絡

した．さらに，MS Forms によるコメントペーパー

は，授業の進行速度などもアンケートとして毎回聞

いており，学生の素直なフィードバックと意見・要

望を得ることができた．また，Google の授業管理プ

ラットフォーム Google Classroom を 2021 年から導

入し，授業コンテンツや連絡を Google Classroom 経

由で配信するようにした．これによって，時系列で

連絡を閲覧でき，スマートフォンアプリに更新内容

がプッシュされるので，より授業連絡の見落としが

なくなったと思われる．

　2022 年からは通常の対面授業に戻り，筆者も 2 年

ぶりに教室で授業を行うようになったが，前述した，

授業指示書の作成，授業の録画（PC 画面のみで学生

は写さない），Web フォームによるコメント収集，は

そのまま継続した．これによって，質問や欠席者対

応は授業録画でほぼ済むようになり，学生の反応も

容易に得ることができるようになった．特にコロナ

以前は学生に「ここまでは大丈夫ですか？」とこちら

からたずねてもあまり反応がないのでそのまま進め

ていると，授業最後に「実は全然できていないので，

今から教えてください」といったこともあったのだが，

このような場合に対しても，都度アンケートで進捗

確認ができ，また学生に対しても「ここまで本当にで

きているか」を自己認識させることができるように

なった．

対面授業に戻ってから

　筆者は 2 年間のオンライン授業で取り入れた授

業刷新をそのまま 2022 年からの対面授業でも実

施した．これによって，授業内容がより明確にな

り，学生にも「何をどこまで扱うのか」「提出物と締

め切り」がファイルの形で残ることになった．授業

動画の配信によって，授業の振り返りが容易にな

り，欠席者も動画の視聴で対応可能になった．さ

らに Web フォームによるコメントペーパーによって，

進度確認と意見収集も容易に実現した．

　Google Classroom については，コロナ禍以前から

導入を試みた例は複数聞いていたが，筆者が以前に

授業で試行してみたところ，当時はそれほど機能豊

富でもなく，日本人名のソートができない（恐らく内

部の文字コードによるソートだと思われる），という

不便さから本格的な導入には至っていなかった．し

かし，コロナ禍と高校現場のタブレット機器導入等

が重なり，学生が Google Classroom にすでに慣れて

いることから，2022 年，2023 年と対面授業再開後

でも授業用のクラスを作成して使用している．コロ

ナ禍以前の対面授業時には「Web ツールをあれこれ

使用しても学生が混乱するだけではないか」と考え

ていたが，今の大学生はスマートフォンをほぼ全員

所有し，スマートフォンアプリがあればそれなりに

使いこなしているため，この心配は杞憂に終わった．

　以上，筆者のオンライン授業と対面授業に回帰し

た際の取り組みについて紹介した．大なり小なり，

今後も従来とはまた異なった対面授業が展開される

と思うが，本稿がささやかながら参考になれば幸い

である．
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